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IT副業人材の活用におけるネック、25%が「社内承認が難しい」と回
答

デジタル化・DX業務におけるIT副業人材の活用に関する実態調査（前編）

　レバテック株式会社が運営するITエンジニア・クリエイター専門エージェント、 レバテック(
https://levtech.jp/ )は、自社のデジタル化・DX推進に携わる企業担当者500名を対象に、副
業を行うIT人材の活用に関する実態調査を実施しました。今回は前編・中編・後編に分けて
の発表となり、本記事では前編として「IT副業人材活用における課題編」をお届けいたしま
す。

調査の全文はこちらからご覧いただけます。

https://levtech.jp/partner/guide/research/detail/270/

https://levtech.jp/
https://levtech.jp/partner/guide/research/detail/270/


＜調査サマリ＞

1. IT副業人材の活用に至った理由、1位は「自社で活用できる知見・スキルを習得するた
め」

2. 活用予定でない企業の25%が「社内承認を得るのが難しい」と回答
3. 活用にあたり困ったこと、「コミュニケーションコストがかかる」が最多

1. IT副業人材の活用に至った理由、1位は「自社で活用できる知見・スキルを習得するた
め」

　所属部署における副業人材活用の有無に関して、自社のデジタル化・DX推進に携わる企業担
当者の13％が「活用している」と回答しました。

　企業規模別に見ると、「活用している」と回答した割合は、300人以上の企業では規模ごとに大
きな差が無いことが分かります。「活用について検討中」と回答する割合は従業員数が多い企業

ほど多い傾向にありますが、1000人以上など一定の規模以上になると、社内のIT課題における
解決手段として、「直接雇用」や「社内人材のリスキリング*1」などの別手段も検討する場合が多
いのではないかと考えられます。



　活用に至った理由の1位には、「自社で活用できる知見・スキルを習得するため(25.4%)」があ
げられ、「社外からの客観的な視点を確保するため(23.1%)」「習得した知見・スキルをもとに自社
の生産性を向上させるため(21.5%)」が続きました。

　IT副業人材に委託している業務内容については、「ITコンサルティング」「ITアーキテクト」などの
上流業務が最多となりました。その他、サイト制作の企画・ディレクションやデザイン作成、システ

ム開発業務なども多いことがわかります。



2.活用予定のない企業の25%が「社内承認を得るのが難しい」と回答

　「副業人材の活用を検討している」と回答した方に対してその背景を聞いたところ、「自社で活

用できる知見・スキルを習得するため」が48.1%で最も多く、「人材の知見・スキルをもとに自社の
生産性を向上させるため(41.3%)」「自社サービスのDXを促進するため(39.4%)」が続きました。



　「副業人材の活用を検討しているが活用に至っていない理由」では「どのように活用すればよい

かわからない(27.9%)」が最も多い結果に。「活用する予定がない理由」については「考えたこと
がなかった(40.9%)」に次いで「社内承認を得るのが難しい(25.2%)」が多く、副業人材を活用す
る上での課題が浮き彫りとなりました。



3.活用にあたり困ったこと、「コミュニケーションコストがかかる」が最多

　IT副業人材を活用するにあたり困ったことは、「副業人材と作業時間をあわせるのが難しいた
め、コミュニケーションコストがかかる(40%)」という回答が最も多く、次いで「副業人材が遠隔で
作業しているため、コミュニケーションコストがかかる(38.5%)」となりました。IT副業人材はリモー
トで作業を行う場合や、夜間帯に作業する場合も多いため、ミーティング時間を事前に調整して

おくなど、人材とのコミュニケーションを円滑にするための工夫が必要になりそうです。



まとめ

　政府が6月に公表した「新しい資本主義」のグランドデザイン及び実行計画の改定版*2におい
て、副業・兼業は「成長分野への労働移動」を図るための糸口と位置づけられ奨励されていま

す。

　今回の調査では、実際に「自社で活用できる知見・スキルを習得する」目的で副業人材の活用

を検討し始めている企業担当者もいることが明らかになった一方で、「活用方法がわからない」こ

とや「社内承認を得るのが難しい」といった課題も浮き彫りになりました。自社のデジタル化やDX
の推進にあたり副業人材の活用を検討する際は、エージェントに相談し他社の成功事例を聞い

てみることなども手がかりの1つとなるでしょう。

実際の活用にあたっては、副業人材と円滑にコミュニケーションが取れる体制を構築することが

成功の鍵となりそうです。

*1　2023年1月31日発表「IT企業の「リスキリング」に関する調査」（
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000527.000010591.html ）では、「社員へITスキルをリスキリングする
必要がある」と回答した方のうち約18％が「社内でDX化を進める人材が不足しているため」と回答しました。

*2　内閣官房 「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2023改訂版」
　https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2023.pdf, （参照 2023-08-21）

＜調査概要＞

調査対象：自社のデジタル化・DX推進に携わる企業担当者500名
調査年月：2023年6月29日～2023年7月4日
調査方法：Webアンケート調査
有効回答数：500名
調査主体：レバテック株式会社

実査委託先：GMOリサーチ株式会社

レバテック株式会社

レバテック株式会社では、「日本を、IT先進国に」をビジョンに掲げ、「IT人材と企業を増やし、伸ばし、繋げる」た
めのプラットフォームの構築を目指しています。現在は業界最大手のITフリーランス専門エージェント「レバテッ
クフリーランス」ほか、IT人材と企業を支援するための様々なサービスを提供。累計登録者は30万人を超えま
す。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000527.000010591.html
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/atarashii_sihonsyugi/pdf/ap2023.pdf


▽「レバテックフリーランス」フリーランスエンジニア専門エージェント

https://freelance.levtech.jp/
▽「レバテッククリエイター」フリーランスクリエイター専門エージェント

https://creator.levtech.jp/
▽「レバテックダイレクト」ITエンジニア・クリエイター専門求人サイト
https://levtech-direct.jp/
▽「レバテックキャリア」エンジニア/クリエイター専門の転職支援
https://career.levtech.jp/
▽「レバテックエキスパート」年収800万円以上のハイクラスエンジニアの転職支援
https://career.levtech.jp/expert/
▽「レバテックルーキー」エンジニアに特化した新卒向け就職支援エージェント

https://rookie.levtech.jp/
▽「レバテックカレッジ」大学生・大学院生対象エンジニア就活特化のプログラミングスクール
https://rookie.levtech.jp/college/

Leverages Group（https://leverages.jp/）
本社所在地 ： 東京都渋谷区渋谷2-24-12　渋谷スクランブルスクエア24階 25階
代表取締役： 岩槻　知秀

資本金　　： 5,000万円
設立　　　： 2005年4月
事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業、M&Aコンサルティング事業、
ASP、SaaS、クラウド関連事業

社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システムエンジニ
アリング・M&A・不動産の領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以来、黒字経営を継続
し、2022年度は年商869億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウスの組織構成と、業界を絞ら
ないポートフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。

本リリースに関する報道関係のお問い合わせ

レバレジーズ株式会社　広報部

TEL：03-5774-2900 MAIL： pr@leverages.jp
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